
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００１ 項　　目　　名 農産物加工センター管理運営費

予算書項目 農産物加工センター管理運営費 ページ 41 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R5

一般会計 【問合せ先】農政係 0857-30-8302

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　農産物の加工技術の習得・向上により地域農業の振興を図ることを目的に、市内各地に
農産物加工等施設を整備している。現在は、施設の効率的な運営管理と併せ、「鳥取市公
共施設再配置基本計画」に基づき、施設の地元移管等も進めている。

【事業の目的及び効果】
　老朽化等による農産物加工等施設の修繕を行い、各施設の機能保全を図る。

【事業の内容】
①国府町大茅農産物加工施設　浄化槽修繕　407千円
②かちべ伝承館　燃料用タンク取替修繕　   94千円
③かちべ伝承館　ガス給湯器取替修繕　  　169千円  

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 670 0 

農業費

目 農業総務費

補正前額 27,152 

要求額 670 

総務部長段階査定額 670 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 670 諸収入 0 

計 670 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００２ 項　　目　　名 共同利用施設整備等事業費

予算書項目 共同利用施設整備等事業費 ページ 41 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R5

一般会計 【問合せ先】農政係 0857-30-8302

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　地域農業の振興により雇用創出や所得向上を図ることを目的に、市内各地に農作業場や
農機具保管庫等の共同利用施設を整備している。現在は、施設の効率的な運営管理と併
せ、「鳥取市公共施設再配置基本計画」に基づき、これらの施設の地元移管等を進めてい
る。

【事業の目的及び効果】
　老朽化等による共同利用施設の修繕を行い、施設の機能保全を図るとともに、将来的に
地元等への移管の円滑化につなげる。

【事業の内容】
①野坂ふれあいドーム
　水道口径変更及び和式トイレの洋式化　768千円
②馬場地区水耕栽培施設
　電子制御盤取替え　1,203千円
③馬場地区水耕栽培施設
　令和５年７月１３日の大雨被害に係る４号棟屋根ガラス修繕　305千円
④別府多目的集会所
　施設譲渡前修繕　406千円
⑤宮長農機具保管庫
　雨樋修繕　78千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,760 0 

農業費

目 農業総務費

補正前額 9,124 

要求額 2,760 

総務部長段階査定額 2,760 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,760 諸収入 0 

計 2,760 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００３ 項　　目　　名 米穀品質向上対策支援事業補助金

予算書項目 米穀品質向上対策支援事業補助金 ページ 41 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R5

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　ＪＡ鳥取いなば管内では、米をはじめとする麦・大豆等の米穀類の作物を広域で出荷す
ることで直販率を高め、県外等への販売をしていく必要がある。しかし、広域集出荷に必
要不可欠なライスセンター等や生産に必要な育苗施設は導入以降耐用年数が大きく経過し
老朽化が激しく、施設・機械の故障が頻繁に発生し、生産・出荷等に悪影響を及ぼしてい
る。

【事業の目的及び効果】
　施設又は機械・設備を改修することにより、米穀類の品質向上や安定生産を図り、高値
取引や直販率の拡大に繋げることで、生産農家の生産意欲や所得の向上が見込まれる。

【事業の内容】
　施設又は機械・設備の改修、更新
　・本高共同育苗施設　施設内連絡通路改修　750千円
　（事業費2,250千円×補助率1/3）

　※その他財源の繰入金は、農業振興基金繰入金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 750 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 16,260 

要求額 750 

総務部長段階査定額 750 

地方債 0 0 

その他 750 750 

一般財源 0 諸収入 0 

計 750 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００４ 項　　目　　名 減容化施設管理運営費

予算書項目 野生鳥獣被害防止事業費 ページ 41 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R5

一般会計 【問合せ先】鳥獣対策係 0857-30-8303

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　野生鳥獣による農作物被害が増加傾向にある中、捕獲による個体数削減に取り組んでい
る。捕獲後の個体は、埋設・焼却・食用の方法により処理してきたが、令和４年度より、
焼却に代わり減容化処理を行うこととし、令和３年度に減容化処理施設を旧国府町クリー
ンセンター内に整備し、令和４年４月１日より稼働させた。

【事業の目的及び効果】
　焼却施設に代わる新たな減容化施設を運営することで、捕獲個体の処理に係る労力を軽
減させ、不法投棄を防止し、環境面への配慮を図るとともに、捕獲効率の向上を図る。
　施設への入口は、県道から農道へ入ることになるが、クリーンセンター閉設後は、生活
道でないことより除雪がされていなく、冬季期間の施設利用には除雪が必要となる。

【事業の内容】
　鳥獣減容化施設入口までの除雪費（区間約655ｍ）　301千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 301 0 

林産業費

目 林業総務費

補正前額 19,065 

要求額 615 

総務部長段階査定額 301 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 301 諸収入 0 

計 301 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００５ 項　　目　　名 とっとり出合いの森施設管理費

予算書項目 とっとり出合いの森施設管理費 ページ 41 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R5

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　指定管理者制度の導入によりとっとり出合いの森の管理業務について、指定管理者の指
定を行ったもの。

【事業の目的及び効果】
　とっとり出合いの森の管理運営に関し、指定管理者の能力を活用しつつ、サービス及び
効率の向上を図る。

【事業の内容】
○修繕費
　・遊具等撤去　　　　　　 3,570千円
　・遊びの道展望台修繕　　 1,397千円
○工事請負費
　・遊歩道整備工事　　　　13,816千円

　※その他財源の繰入金は、森林環境譲与税基金繰入金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 18,783 0 

林産業費

目 林業総務費

補正前額 20,108 

要求額 18,783 

総務部長段階査定額 18,783 

地方債 0 0 

その他 13,816 13,816 

一般財源 4,967 諸収入 0 

計 18,783 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００６ 項　　目　　名 森林産業イノベーション推進事業費

予算書項目 林業・木材産業強化総合対策事業費 ページ 43 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R5

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経緯及び背景】
　戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、これらの森林資源を循環利用し、林
業の成長産業化を図ることが重要である。そのためには、ＩＣＴやレーザ測量技術等の先
進技術の林業への導入を進め、生産性の向上を図る必要がある。

【事業の目的及び効果】
　ＩＣＴ等の先進技術を活用して、森林資源や森林境界情報の情報共有化とオープン化を
進め、併せて新しい木材流通・販売の仕組みづくりを行うことで林業の成長産業化を図
る。

【事業の内容】
　令和４年度にオンラインで原木の出荷データが確認できる電子寸検システム及び取得し
た原木のデータにより入札を行う原木市場Ｗｅｂ入札システムの導入支援を行った。
　支援を行ったシステムのさらなる活用方法として、現状のメール等を用いて情報交換す
るシステムの改善を図るため、画像解析共有ソフト導入により、木材の種類・在庫等の流
通情報を画像として、素材生産者（川上）、製材・加工業者（川中）、工務店等木材需要
者（川下）が一体的に情報共有する生産流通サプライチェーンの構築の支援を行うもの。
・画像解析共有ソフト導入支援　1,650千円

　※その他財源の繰入金は、森林環境譲与税基金繰入金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,650 0 

林産業費

目 林業振興費

補正前額 0 

要求額 1,650 

総務部長段階査定額 1,650 

地方債 0 0 

その他 1,650 1,650 

一般財源 0 諸収入 0 

計 1,650 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００７ 項　　目　　名 危険木等事前伐採推進事業費

予算書項目 危険木等事前伐採推進事業費 ページ 43 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R5

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　令和５年１月の大雪により倒木による孤立集落が発生した。倒木に起因する孤立集落の
発生を未然に防止するため、手入れの行き届いていない森林の適正な管理の促進を図る必
要がある。

【事業の目的及び効果】
　鳥取県、市町村、通信事業者等により構成される「倒木被害防災・減災対策連絡会」に
おいて危険木の予防的事前伐採等が必要と判断された個所の予備伐採の実施に対する支援
を行い、倒木に起因する集落の孤立・停電・通信障害等の発生による住民生活への影響の
軽減及び森林所有者等による森林の適正な管理の推進を図る。

【事業の内容】
　「倒木被害防災・減災対策連絡会」において危険木の予防的伐採等が必要とされた地域
森林計画の対象森林内にある危険木の伐採、除去、処分を行う森林所有者、森林管理者等
に対し、県の補助事業を活用し支援を行うもの。
　○伐採予定地
　　・佐治町高山地内
　　・佐治町加茂地内
　　・用瀬町赤波地内
　○補助率　10/10
　　鳥取県危険木等事前伐採推進事業補助金　補助率1/2、限度額１箇所あたり1,000千
　円を活用

　※その他財源の繰入金は、森林環境譲与税基金繰入金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,795 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 8,547 0 

林産業費

目 林業振興費

補正前額 0 

要求額 8,547 

総務部長段階査定額 8,547 

地方債 0 0 

その他 5,752 5,752 

一般財源 0 諸収入 0 

計 8,547 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００８ 項　　目　　名 漁業経営開始円滑化事業費

予算書項目 漁業経営開始円滑化事業費 ページ 43 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R5

一般会計 【問合せ先】水産漁港係 0857-30-8312

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　漁業後継者の不足の一因として、漁業の専業経営を目指す新規就業者が新たに着業する
際、漁船等の初期投資に多大な費用を要することがあげられる。

【事業の目的及び効果】
　漁業就業時に必要な漁船等の初期投資に対して助成することにより漁業の新規就業者の
円滑な確保を実現する。

【事業の内容】
　漁協が漁船、漁具等を購入し、新規就業者にリースする。
　・事業実施主体：鳥取県漁業協同組合
　・補助率：2/3（県1/2、市1/6）
　・対象者の増；変更前３名　→　変更後４名（青谷１名増）
　・事業費の増：31,415千円（県 23,560千円、市 7,855千円）

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,568 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,091 0 

水産業費

目 水産業振興費

補正前額 29,324 

要求額 2,091 

総務部長段階査定額 2,091 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 523 諸収入 0 

計 2,091 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００９ 項　　目　　名 補助災害復旧費

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 49 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R5

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　令和５年７月13日の大雨により、路体崩落等の被害を受けたため、早急な対応が必要と
なった。

【事業の目的及び効果】
　林道利用者の安全の確保及び林業経営への影響を最小限に抑えるため、早期に災害から
の復旧を図る。

【事業の内容】
　被災した林道に対し災害復旧事業を行う。
　①林道十神線（鳥取市円護寺地内）
　②林道摩尼山線（鳥取市福部町湯山地内）
　③林道箭渓線（鳥取市福部町箭渓地内）

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 24,500 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 52,745 0 

災害復旧費

目 農林水産業施設災害復旧費

補正前額 21,400 

要求額 52,745 

総務部長段階査定額 52,745 

地方債 22,700 0 

その他 0 0 

一般財源 5,545 諸収入 0 

計 52,745 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農０１０ 項　　目　　名 単独災害復旧費

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 49 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R5

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　令和５年７月13日の大雨により、路肩崩落等の被害を受けたため、早急な対応が必要と
なった。

【事業の目的及び効果】
　林道利用者の安全の確保及び林業経営への影響を最小限に抑えるため、早期に災害から
の復旧を図る。

【事業の内容】
　被災した林道に対し災害復旧事業を行う。
（該当路線）
　①林道十神線（鳥取市円護寺地内）
　②林道山湯山線（鳥取市福部町湯山地内）
　③林道箭渓線（鳥取市福部町箭渓地内）
　④林道中ノ谷線（鳥取市福部町細川地内）
　⑤林道神の谷線（鳥取市西今在家地内）
　⑥林道摩尼山線（鳥取市福部町湯山地内、鳥取市覚寺地内）
　⑦林道河合谷線（鳥取市国府町上地地内）
　⑧林道大谷線（鳥取市青谷町澄水地内）　　　　　　　　　 

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 28,404 0 

災害復旧費

目 農林水産業施設災害復旧費

補正前額 5,000 

要求額 28,404 

総務部長段階査定額 28,404 

地方債 18,400 0 

その他 0 0 

一般財源 10,004 諸収入 0 

計 28,404 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農０１１ 項　　目　　名 農業水利施設保全高度化事業費

予算書項目 農業水利施設保全高度化事業費 ページ 41 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R5

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】
　農業の基礎的な生産基盤である農地の適切な保全管理や、老朽化した農道、用排水路等
の農業用施設全般の整備・補修が求められる。

【事業の目的及び効果】
　長寿命化対策に資する農業用用排水施設等の整備を行うことで、効率的な農業運営・管
理を実現する。

【事業の内容】
　大口堰土地改良区南台樋門新設工事の資材高騰分　721千円

  ※その他財源の負担金は、地元負担金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 468 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 721 144 

農業費

目 農地費

補正前額 13,779 

要求額 721 

総務部長段階査定額 721 

地方債 0 0 

その他 144 0 

一般財源 109 諸収入 0 

計 721 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農０１２ 項　　目　　名 中山間地域等直接支払交付金

予算書項目 中山間地域等直接支払事業費 ページ 41 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R5

一般会計 【問合せ先】総務係 0857-30-8316

【１１次総の施策体系】2104（実施計画関連事業）

【事業の経過及び背景】
　農業の生産条件が不利な地域における耕作放棄地の増加が懸念されている。

【事業の目的及び効果】
　農業の生産条件が不利な地域において、農業生産に必要な水路や農道の維持管理等に関
する活動を支援することで、耕作放棄地の発生を防止し、多面的機能を確保する。

【事業の内容】
　交付対象組織及び交付対象面積の増加　　3,085千円
　・対象組織：114組織→117組織
　・対象農地：  772ha→795ha

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,829 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,085 0 

農業費

目 農業構造改善事業費

補正前額 102,769 

要求額 3,085 

総務部長段階査定額 3,085 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,256 諸収入 0 

計 3,085 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農０１３ 項　　目　　名 補助災害復旧費

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 49 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R5

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過】
　令和５年６月及び７月13日の大雨により、農地・農業用施設が被災したため早急な対策
が必要になった。

【事業の目的及び効果】
　農業経営への影響を最小限に留めるため、可能な限り早期に工事を行い、災害からの復
旧を図る。

【事業の内容】
○総事業費                     　193,000千円
　伏野地区など７箇所
○事務費　　　　　　　　　　　　   4,000千円
　測量設計業務　　　　　　　　　　61,000千円
　農地　　　  （６箇所）事業費   121,000千円
　農業用施設  （１箇所）事業費 　  7,000千円

　※その他財源の負担金は、地元負担金

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 95,550 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 193,000 8,180 

災害復旧費

目 農林水産業施設災害復旧費

補正前額 0 

要求額 193,000 

総務部長段階査定額 193,000 

地方債 52,800 0 

その他 8,180 0 

一般財源 36,470 諸収入 0 

計 193,000 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農０１４ 項　　目　　名 単独災害復旧費

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 49 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R5

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317 

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過】 
　農地・農業用施設が被災を受けたことにより、早急な対策が必要になった。 

【事業の目的及び効果】 
　農業経営への影響を最小限に留めるため、可能な限り早期に工事を行い、災害からの復 
旧を図る。 

【事業の内容】 
○総事業費                  　  　85,650千円 
　用瀬町金屋地区など220箇所 
　事務費　　　　　　　　　　　　  　 750千円 
　農地　　　 （ 89箇所）事業費　  35,017千円 
　農業用施設 （131箇所）事業費　　49,883千円

　※その他財源の負担金は、地元負担金

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 18,540 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 85,650 6,993 

災害復旧費

目 農林水産業施設災害復旧費

補正前額 0 

要求額 85,650 

総務部長段階査定額 85,650 

地方債 28,900 0 

その他 6,993 0 

一般財源 31,217 諸収入 0 

計 85,650 その他 0 

備　考　欄


